
１. はじめに

近年, 週間予報から近未来（十年規模変動）予測,

温暖化予測に至るまで, 様々な時間スケールの数値モ

デル（以下モデルと記述）を用いた予測および予測可

能性研究が盛んに行われている. これに重要なのが,

本稿で解説する「再予報」によるモデルの検証, 予測

特性の把握（診断）である.

一般にモデルによる予測では, その不完全性などに

より積分が進むとともに誤差が時間発展し, 現実的な

場から離れていく. このため, 予報期間が長い場合に

は, 予測精度を事前に把握するとともにモデルの誤差

を補正してからその予測結果を解釈する必要が生じ

る. これらの目的のため, 過去の多数の事例を“同一

のモデル”で予測することが行われている［後注

１］. 気象学, 気候学, 海洋学では, これをリアルタ

イムの予報と区別して「再予報（re-forecast）」と呼

ぶ（Hamill et al. 2006). 再予報はその名のとおり過

去の事例を再び予報することを意味し, hindcast（ハ

インドキャスト), retrospective forecast［後注２］

と呼ばれることもある. 前者は, 予報（forecast）の

“前”という意味の接頭語 “fore”を“後”を意味す

る “hind”に置き換えた用語であり, 後者は過去の事

例を振り返って予報するという意味である.

本稿では現業・研究機関において行われている再予

報とその利用について紹介する.

２. 再予報の目的

再予報の主な目的として, まずモデルの誤差の補正

が挙げられる. 対象期間が約１週間を超える予報や顕

著現象の予測において, 再予報の結果を用いて誤差の

補正を行うことにより, 予測精度が大幅に改善される

ことが知られている（例えば, 伊藤 2011;Wilks and
 

Hamill 2007). さらに, アンサンブル予測（高野

2002）では, 再予報の結果を用いることにより, モデ

ルの系統誤差の補正だけでなく, アンサンブルメン

バーのばらつきや確率分布を補正し, 確率予報の精度

を改善できる.

次に, 精度検証も再予報の重要な目的である. 短期

予報に比べて予測精度が低い長期予報では, 精度の良

い要素, 領域, 期間を把握して予測結果を用いること

が重要である. 現業気象機関では再予報の結果を用い

て予測精度を予め検証し, リアルタイムの予測結果の

解釈に利用している.

３. 現業気象機関における再予報の実施例

まず, 現業気象機関における再予報の例として, 気

象庁の実施例を第１表に示す.

１か月予報, 季節予報モデルの誤差は季節, 地域,

予測期間に依存する. 気象庁では約10日ないし15日間

隔の初期値から再予報を行っている. また, 再予報に

必要な事例数は予測対象とする現象の時間スケール,

発生頻度に依存するため, 系統誤差の見積りに十分な

期間の予測を行う［後注３］. 再予報の初期値には

JRA-25再解析（Onogi et al. 2007）およびそれに継

続する気候解析システム（JCDAS）による解析値が

利用されている. よって, 再解析データは現業機関に

おける再予報に不可欠なものとなっている. 再予報の

結果はモデルの予測精度・特性の把握, 統計的手法も

併用した予報プロダクトの補正（伊藤 2011）に利用

されている.

現業機関における再予報の運用形態は各気象機関に

よって異なっている. 気象庁では現業モデルの更新前

に新しいモデルを用いて全ての再予報を計算する方法

を採用しているが［後注４］, リアルタイム予報と合

わせて再予報を計算する方法［後注５］もある. 前者

は更新前にモデルの検証・診断を行うため, 事前にモ

デルの予測精度・特性を把握できるというメリットが

ある. 一方で, 後者は更新前に大量の再予報の計算を

行わずに済むため, 頻繁にモデルを更新できるという

メリットがある.
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４. 再予報を用いた研究の例

現業気象機関のみならず, 予測可能性研究でも, 再

予報実験プロジェクトが行われてきた. これまでに,

大気モデルによる予測可能性研究を主目的とする

SMIP, SMIP2［後注６］, 熱帯海洋予測, エルニー

ニョ予測を主目的とするSTOIC, ENSIP等が実施さ

れてきた. 最近では, 最新の大気海洋結合モデルを含

めた季節から年内時間スケール予測の国際プロジェク

トCHFP（Kirtman and Pirani 2009）がある. これ

らの再予報実験プロジェクトの結果は, 最新のモデル

による予測精度の把握に加え, 気象・気候現象のメカ

ニズム, 予測可能性の解明のための様々な研究で活用

されている. また, 国内でも気象研究コンソーシアム

を通じて提供される気象庁の１か月予報システムの再

予報データを用いて予測可能性研究が行われており,

得られた知見は現業予報にも活かされている.

近年では, 温暖化予測研究においても再予報が実施

されている. 温暖化予測研究における再予報の例とし

ては, 地球温暖化の適応策, 緩和策の検討材料となる

近未来予測がある（例えば Chikamoto et al. 2012;

Meehl et al. 2009). この時間スケールの予測では,

積分初期の状況を反映した現実的な初期値からモデル

を積分することになるが, このような場合, 積分初期

において現実的な気候状態とは異なる状態にシフトす

る「気候ドリフト」が顕在化する. このような場合に

は, 過去の事例の再予報を実施してモデルの気候ドリ

フトを見積もり, 予測結果を補正してシグナルを検出

することになる.

５. まとめ

再予報は現業気象機関, 研究機関において盛んに実

施されている. 再予報は現業予報の精度改善に不可欠

であるだけでなく, モデルによる様々な時間スケール

の予測の検証, モデルの診断に有効であると考えられ

ている. また, 膨大な数値シミュレーションの結果

は, 現象の理解, 予測可能性の解明のための有効な

“道具”となると考えられる. 今後, 再予報がより一

層活用され, モデルの研究開発, 予測可能性研究が進

むことを期待したい.

後注

１. 可能である場合は, 同一の解析システムを使用して初

期値や解析値を得る.

２. 現在のところ, 適当な訳語は無いと思われる.

３. 気象庁の１か月予報, 季節予報では約30年分の再予報

を行っている. 世界気象機関（WMO）による長期予報

のための標準検証システム（Standardized Verification
 

System for Long Range Forecasts）では1981～2000年

の20年間以上が推奨されている（WMO2010).

４. 米国環境予測センターもこの方式を採用している.

５. 例えば, ある年の１月初期値のリアルタイムの予報を

する際に, 再予報期間の１月初期値の予測を計算する.

イギリス気象局, 欧州中期予報センターなどがこの方式

を採用している.

６. SMIP, SMIP2では, 予測期間中のSST 解析値（予

測開始時より未来の解析値）を境界値に使用する.

略語一覧

CHFP：Climate-System Historical Forecast Project

気候システム予測プロジェクト

ENSIP：El Nino Simulation Intercomparison Project

エルニーニョシミュレーション相互比較プロジェクト

JRA-25：Japanese 25-year Reanalysis JRA-25長期再

解析プロジェクト

JCDAS：JMA Climate Data Assimilation System 気象

庁気候データ同化システム
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第１表 気象庁現行予報システムの再予報の仕様.

システム
モデル

(解像度)

積分

期間
メンバー数

初期日

(毎月)

再予報

期間

1979-2009

(31年)

10日, 20日,
月末

５ 34日GSM1103C
(大気モデル：

水平約110km)

１か月予報システム

季節予報システム JMA/MRI-CGCM
(大気モデル：

水平約180km, 海洋モ

デル：1-1/3°)

７か月５15日, 月末1979-2008

(30年)
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SMIP：Seasonal Prediction Model Intercomparison
 

Project 季節予報モデル相互比較実験

SMIP2：Seasonal Prediction Model Intercomparison
 

Project-2 季節予報モデル相互比較実験２

STOIC：Study of Tropical Oceans in CGCMs 大気海洋

結合モデルにおける熱帯海洋変動の相互比較プロジェク

ト
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